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明
末
清
初

に
お
け
る
戯
曲
選
本

の
纂
輯

明
刻
清
康
煕
間
重
修
本

『
綴
白
裘
合
選
』
に

つ
い
て

根

ヶ

山

徹

北
京
大
學
圖
書
館
古
籍
善
本
室
に
馬
氏
特
藏
本
と
し
て
四
巻
本
、
及
び
巻

一
の
残
閾
が
、
北
京
圖
書
館
善
本
特
藏

部
に
巻
四
の

一
部

が
架

藏
さ
れ
る

『綴
白
裘
合
選
』
(以
下

『
合
選
』
と
略
構
)
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
内
容
に
つ
い
て
は
必

ず
し
も
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
か

っ
た
戯
曲
選
本

で
あ
る
。
該
書
は
封
面
、
及
び
巻

一
本
文
首
に
列
記
さ
れ
る
秦

准
舟
子
、
欝
岡
樵

隠
、

積
金
山
人
の
三
人
の
手
に
成
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り
、
封
面
左

の
識
語
に

「
『
白
裘
』

一
書
、
防
自
醒
齋
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

醒
齋
な
る
人
物

の

『白
裘
』
を
祖
本
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冒
頭
に
は
康
煕

二
十
七
年

(
一
六
八
八
)
の
刊
記
を
有
す
る
華
陽
山

人
の
叙
文
が
置
か
れ
て
お
り
、
明
末

の
刻
本
に
、
封
面
右
に
明
記
す
る
金
陵
の
書
璋

「
翼
聖
堂
」
が
康
煕
年
間
に
重
修
を
施
し
て
梓
行

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
因
に
叙
文
の
冒
頭
に

「
山
人
選
六
十
種
之
絶
妙
以
成
書
、
猶
採
千
狐
之
腋
以
成
裘
者
也
」

と
言

い
な
が
ら
、
實
際

に
は
三
十
九
種
の
戯
曲
の
八
十
七
駒
の
散
鮪
し
か
牧
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
存
す
る
四
巻
本
は
恐
ら
く
完
本
で

は
な

い
。

さ

て

『綴
白
裘
』
と

い
え
ば
、
清
中
葉
の
乾
隆

二
十
九
年

(
一
七
六
四
)
か
ら
同
三
十
九
年

(
一
七
七
四
)
の
間

に
蘇
州
の
寳
仁
堂

か
ら
上
梓
さ
れ
た
十

二
篇

(以
下

「
通
行
本
」
と
略
構
)
が
想
起
さ
れ
る
。

「
通
行
本
」
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

『
綴
白
裘
』
は
玩
花
主

人
が
編
ん
だ
祖
本
に
銭
徳
蒼
が
補
綴
を
施
し
て
成
立
し
た
も
の
と
言
明
さ
れ
、
八
十
五
種
四
三

一
齢

の
散
勧
が
牧
め
ら
れ
る
他
に
、
榔

子
腔

二
十

一
駒
、
雑
齢
五
十
勧
の
合
計
五
〇
二
勧
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
實
際
の
上
演
に
基
づ
い
て
情
節

の
記
録
に
重
き
を
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第
二
十
五
号

置
き
、
あ
る
い
は
上
演
や
観
劇
の
便
に
供
す
べ
く
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
作
脚
本
と
の
異
同
が
か
な

り
見

い
だ
さ
れ
る
。

「
通
行
本
」
と

の
關
係
に
つ
い
て
は
別
稿

で
改
め
て
論
ず
る
も
の
と
し
、
本
稿
で
は
、
編
者
の
み
な
ら
ず
、
輯
録

す
る
内
容
も

「
通

行
本
」
と
は
全
く
別
趣
で
あ
る

『
合
選
』
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
同
時
に
、
明
末

に
数
多
く
上
梓
さ
れ
た
戯
曲
選
本
の
中
で
の

該
書

の
位
置
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

 

『
合
選
』
に
輯
録
さ
れ
る
散
駒
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
表
で
は
原
作
脚
本
に
お
け
る
駒
数
、
標
目
、
及
び
脚
本

の
種
類
を
注
記

す
る
。
依
擦
し
た
原
作
脚
本
に

つ
い
て
は
、
異
同
の
有
無
を
問
わ
ず
汲
古
閣
本

(
略
構

〔汲
〕
)、
縫
志
齋
本

(
同

〔縫
〕
)、
世
徳
堂

本

(
同

〔世
〕
)
、
存
誠
堂
本

(
同

〔存
〕
)
、
文
林
閣
本

(同

〔文
〕
)、
刊
本

(同

〔刊
〕
)、
妙
本

(同

〔鋤
〕
)

で
明
記
し
た
。
ま

た
現

存
す
る
原
作
脚
本
に
お
い
て
當
該

の
勧
を
見
い
だ
せ
な
い
も
の

(
同

〔?
〕
)、
既
に
侠
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

(
同

〔秩

〕
)
に
つ
い
て
も
明
示
し
た
。
尚
、

「
通
行
本
」
に
つ
い
て
は
輯
録
篇
数
と
標
目
を
注
記
し
、
戯
曲
自
膿
が
未
輯
録

の
も
の
に
は

×
を
、
散
駒
が
未
輯
録
の
も
の
に
は

一
を
附
し
た
。
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『
合

選
』

巻

一
『
琵
琶
記
』

「
伯
階
慶
壽
」

「察
公
逼
試
」

「南
浦
囑
別
」

「臨
粧
感
歎
」

「琴
訴
荷
池
」

「中
秋
望
月
」

原

作

第
2
勧

「高
堂
稻
慶
」

第
4
駒

「察
公
逼
試
」

第
5
駒

「南
浦
囑
別
」

第
9
駒

「臨
牧
感
歎
」

第
22
駒

「琴
訴
荷
池
」

第

28
駒

「中
秋
望
月
」

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

「
通

行

本
」

6
篇

「稻
慶
」

2
篇

「逼
試
」

8
篇

「分
別
」

3
篇

「賞
荷
」

「
長
亭
」



巻

二

『
北
西
廟
』

『荊
銀
記
』

『
白
兎
記
』

『
草
盧
記
』

『
尋
親
記
』

『
金
釧
記
』

『
四
徳
記
』

『
伍
倫
記
』

『
幽
閨
記
』

『
香
嚢
記
』

『
綜
櫻
記
』

『
金
印
記
』

「
佛
殿
奇
逢
」

「
琴
心
挑
引
」

「
錦
字
傳
情
」

「月
下
佳
期
」

「荊
銀
成
聰
」

「
誤
報
計
音
」

「
十
朋
祭
江
」

「
拷
問
梅
香
」

「新
婚
遊
賞
」

「
猟
同
詞
父
」

「
怒
走
萢
陽
」

「
逆
旅
逢
親
」

「
岡
草
遺
釧
」

「
捷
=報
一二
一兀
」

「
打
牛
被
捕
」

「兵
火
違
離
」

「兄
妹
避
難
」

「途
中
邊
遁
」

「幽
懐
密
訴
」

「郵
亭
寄
宿
」

「破
窟
分
挟
」

「蘇
秦
自
嘆
」

第

1
駒

「
佛
殿
奇
逢
」

第
8
駒

「
琴
心
爲
懐
」

第

9
駒

「錦
字
傳
情
」

第

13
駒

「
月
下
佳
期
」

第

6
駒

「議
親
」

第

34
齢

「
誤
計
」

第
35
駒

「
時
祀
」

第
46
駒

「
責
碑
」

第
8
駒

「
遊
春
」

第
31
齢

「
憶
母
」

〔
?
〕

第
32
駒

「
相
逢
」

〔秩
〕

第
34
鮪

「榮
封
」

〔?
〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔
汲

〕

口
汲

〕
〔
汲

〕

〔
汲

〕

〔汲

〕

〔
汲

〕

第

13
鮪

「相
泣
路
岐
」

〔汲
〕

第
14
駒

「
風
雨
門
關
」

〔汲
〕

第
17
駒

「
暖
野
奇
逢
」

〔汲
〕

第
32
駒

「
幽
閨
拝
月
」

〔汲
〕

第
29
駒

「
郵
亭
」

〔汲
〕

第
12
駒

「
辮
踪
澄
粥
」

〔紗
〕

第
16
駒

「
刺
股
」

〔暖
〕

明
末
清
初
に
お
け
る
戯
曲
選
本
の
纂
輯

(根
ヶ
山
)

××××「

8
篇

「
男
祭
」

3
篇

「
同
猟
」

×

1
篇

「
飯
店
」

×××

10

篇

「
走

雨

」

一

10

篇

「
踏

傘

」

6
篇

「
拝

月
」

一

4
篇

「澄
粥
」

「
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『
四
喜
記
』

『
四
節
記
』

『
洗
沙
記
』

『連
環
記
』

『
千
金
記
』

巻

三

『
南
西
廟
』

『
玉
管
記
』

第
二
十
五
号

「
周
氏
焼
香
」

「禁
苑
呼
名
」

「
掘
妓
遊
江
」

「
掘
妓
東
山
」

「
涯
舟
赤
壁
」

「
騨
女
掃
亭
」

「萢
叢
遊
春
」

「轟
迎
西
施
」

「
西
施
採
蓮
」

「
西
施
憶
郷
」

「萢
叢
扁
舟
」

「
花
亭
賞
春
」

「
月
下
投
機
」

「計
就
連
環
」

「楚
螢
夜
飲
」

「戴
月
追
賢
」

「佛
殿
奇
逢
」

「隔
糟
酬
和
」

「遣
碑
請
生
」

「
臨
期
反
約
」

「
談
経
聴
月
」

第
29
駒

「
焚
香
保
夫
」

〔刊
〕

第
28
駒

「
禁
苑
奇
逢
」

〔汲
〕

〔扶
〕

〔扶
〕

〔侠
〕

〔秩
〕

第
2
勧

〔文
〕

第
23
駒

〔文
〕

第
30
駒

〔文
〕

第
34
駒

〔文
〕

第
46
鮪

〔文
〕

第
5
駒

「
教
妓
」

+
第

13
駒

「
賜
環
」

〔紗
〕

第
18
駒

「
拝
月
」

〔紗
〕

第
20
勧

「
小
宴
」

〔紗
〕

第

14
駒

「夜
宴
」

〔汲
〕

第
22
駒

「
北
追
」

〔汲
〕

第

5
駒

「佛
殿
奇
逢
」

〔汲
〕

第

9
駒

「
唱
和
束
矯
」

〔汲
〕

第

17
鮪

「東
閣
趣
賓
」

〔汲
〕

第
23
駒

「乗
夜
蹴
垣
」

〔汲
〕

第
8
駒

「
諌
経
」

〔汲
〕

×

10
篇

「
前

訪

」

=

10
篇

「
採

蓮

」

10
篇

「
賜

環

」

10
篇

「
拝

月
」

12
篇

「
小

宴

」

=一

7
篇

「遊
殿
」

4
篇

「
請
宴
」

9
篇

「
跳
將
」

「着
碁
」
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『
誘
儒
記
』

『
玉
映
記
』

『
春
蕪
記
』

『
玉
環
記
』

『
金
丸
記
』

『
紅
薬
記
』

巻
四

『
紅
梯
記
』

『
玉
合
記
』

『
緑
綺
記
』

『
紫
銀
記
』

『
題
紅
記
』

「
絃
裡
傳
情
」

「
詞
妬
鷺
鳳
」

「
姑
阻
佳
期
」

「
堕
計
錆
魂
」

「
儒
護
郎
寒
」

「
別
目
勧
學
」

「
瞭
壼
費
身
」

「園
中
邊
遁
」

「
玉
篤
寄
眞
」

「爾
世
姻
縁
」

「盒
隠
潜
龍
」

「捜
求
粧
盒
」

「垂
釣
關
情
」

「侯
策
渡
江
」

「侠
女
私
奔
」

「
同
調
相
憐
」

「遅
遁
章
毫
」

「
月
下
聴
琴
」

「
堕
銀
燈
影
」

「
涙
燭
裁
詩
」

「霜
紅
鳥
怨
」

「
金
水
還
題
」

第
16
勧

「
寄
弄
」

〔汲
〕

第
19
駒

「
詞
購
」

〔汲
〕

第
21
駒

「
姑
阻
」

〔汲
〕

第
21
駒

「堕
計
消
魂
」

〔汲
〕

第
31
駒

「儒
護
郎
寒
」

〔汲
〕

第

33
駒

「別
目
働
學
」

〔汲
〕

第

29
勧

「商
標
」

〔汲
〕

第

12
駒

「邉
遁
」

〔汲
〕

第
Ⅱ
齢

「
玉
簾
寄
眞
」

〔汲
〕

第
32
勧

「泉
逢
簿
玉
」

〔汲
〕

第
21
駒

〔鍍
〕

第
23
駒

〔鋤
〕

第
13
駒

〔鉾
〕

第
2
勧

「侯
策
渡
江
」

〔汲
〕

第
10
鮪

「侠
女
私
奔
」

〔汲
〕

第
12
齢

「
同
調
相
憐
」

〔汲
〕

第
5
駒

「
邊
遁
」

〔汲
〕

〔侠
〕

第
6
駒

「
堕
銀
燈
影
」

〔汲
〕

第
39
駒

「
涙
燭
裁
詩
」

〔汲
〕

第
17
駒

「霜
紅
爲
怨
」

〔縫
〕

第
18
勧

「
金
水
還
題
」

〔縫
〕

明
末
清
初
に
お
け
る
戯
曲
選
本
の
纂
輯

(根

ケ
山
)

4
篇

「
琴
挑
」

=

8
篇

「
姑
阻
」

「
失
約
」

10
篇

「當
巾
」

6
篇

「鵡
毛
雪
」

12
篇

「別
目
」

××××××××××××××××
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口
牧
春
」

『
灌
園
記
』

「君
后
授
衣
」

「復
位
」

『
投
筆
記
』

「投
筆
覚
封
」

「金
銭
問
卜
」

「夷
邦
酪
月
」

『
窺
符
記
』

「祝
賢
公
子
」

「究
問
兵
符
」

『
祝
髪
記
』

『
青
杉
記
』

『
還
帯
記
』

『
彩
毫
記
』

『
紅
梨
記
』

『
明
珠
記
』

第
二
十
五
号

「
達
磨
鮎
化
」

「
坐
漏
青
杉
」

「
緑
野
優
游
」

「
明
皇
賞
花
」

「
再
訪
素
秋
」

「
月
下
窺
花
」

「
騨
館
藏
書
」

「
明
珠
重
合
」

第

19
駒

「漢

口
牧
春
」

第

16
駒

「君
后
授
衣
」

第

26
齢

「迎
立
世
子
」

第
5
齢

「投
筆
空
同
」

第

Ⅱ
駒

「
母
妻
問
卜
」

第

14
齢

「賞
月
離
婚
」

縫
〕
汲
〕
汲
〕
存
〕
存
〕
存
〕

第
6
鮪

「如
姫
感
穏
焼
夜
香
」

〔縫
〕

第
21
駒

「魏
王
失
符
責
如
姫
」

〔縫
〕

第
18
折

〔縫
〕

第
28
齢

「坐
漏
青
杉
」

〔汲
〕

第
41
駒

「緑
野
團
圓
」

〔世
〕

第
13
駒

「脱
靴
捧
硯
」

〔汲
〕

第
6
駒

「
赴
約
」

〔汲
〕

第
6
駒

「
由
房
」

〔汲
〕

第
25
鮪

「
煎
茶
」

〔汲
〕

第
41
駒

「
珠
圓
」

〔汲
〕

××××××××

5
篇

「
渡
江
」

××

5
篇

「
訪
素
」

×××

「96「

 

輯
録
さ
れ
る
戯
曲
の
時
代
に
つ
い
て
贅
言
す
る
な
ら
ば
、
元
の
王
實
甫
撰

『北
西
廟
記
』
、
元
末
明
初

の
高
明
撰

『
琵
琶
記
』
、
何
丹

邸
撰

『荊
銀
記
』
、
劉
唐
卿
撰

『
白
兎
記
』
、
施
恵
撰

『
幽
閨
記
』
、
明
初

の
闘
名
撰

『
草
盧
記
』、
郡
燦
撰

『
香
嚢
記
』
、
闘
名
撰

『
綜

櫻
記
』
、
蘇
復
之
撰

『
金
印
記
』
、
沈
采
撰

『
四
節
記
』
、
王
濟
撰

『
連
環
記
』
、
沈
采
撰

『
千
金
記
』
、
鄭
若
庸
撰

『
玉
映
記
』
、
闘
名
撰

『
玉
環
記
』、
銚
茂
良
撰

『
金
丸
記
』
、
沈
采
撰

『
還
帯
記
』
、
天
順
の
邸
溶
撰

『
伍
倫
記
』
『
投
筆
記
』
、
成
化
の
沈
受
先
撰

『
四
徳
記
』、

正
徳

の
陸
采
撰

『
明
珠
記
』
、
嘉
靖

・
隆
慶
の
謝
諜
撰

『
四
喜
記
』
、
李
日
華
撰

『
南
西
廟
記
』
、
顧
大
典
撰

『
青
杉
記
』
、
梁
辰
魚
撰



『
洗
沙
記
』
、
萬
暦
の
沈
環
撰

『
紅
薬
記
』、
張
鳳
翼
撰

『
紅
佛
記
』
『
灌
園
記
』
『
霧
符
記
』
『祝
髪
記
』
、
屠
隆
撰

『
彩
毫
記
』、
湯
顯

祖
撰

『紫
銀
記
』、
梅
鼎
酢
撰

『
玉
合
記
』
、
徐
復
柞
撰

『
紅
梨
記
』
、
王
騨
徳
撰

『
題
紅
記
』、
王
鍍
撰

『尋
親
記
』
『
春
蕪
記
』
、
高
簾

撰

『
玉
讐
記
』、
醇
近
克
撰

『
誘
嬬
記
』
、
楊
柔
勝
撰

『
緑
綺
記
』

で
あ
る
。
閾
名
撰

『金
釧
記
』
の
ご
と
く
成
立
年
代
が
確
定
で
き
な

い
も

の
も
存
す
る
け
れ
ど
も
、
下
限
は
萬
暦
期
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
加
え
て
叙
文
中
に

「有
明
隆
萬
之
間
」

な
る
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
該
書
の
上
梓
は
萬
暦
年
間
を
潮
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三

 

前
述

の
ご
と
く

「
通
行
本
」
所
牧
の
散
駒
に
は
原
作
脚
本
に
大
幅
な
攣
改
が
施
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

『
合
選
』

の
場
合
は
原
作

脚
本
と
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
の
か
。
以
下
に
雨
者
の
曲
白
を
封
校
し
、
異
同
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た

い
。

『
合
選
』
に
牧
め
ら
れ
る
三
十
九
種
の
戯
曲
の
う
ち

『
琵
琶
記
』
『
北
西
廟
記
』
『荊
銀
記
』
『
白
兎
記
』
『
尋
親
記
』
『
四
徳
記
』
『
幽

閨
記
』
『
香
嚢
記
』
『
金
印
記
』
『
四
喜
記
』
『
千
金
記
』
『
南
西
廟
記
』
『
玉
管
記
』
『
誘
嬬
記
』
『
玉
映
記
』
『
春
蕪
記
』
『
玉
環
記
』
『
紅

梯
記
』
『
玉
合
記
』
『
紫
銀
記
』
『灌
園
記
』
『
青
杉
記
』
『
彩
毫
記
』
『
紅
梨
記
』
『
明
珠
記
』

の
二
十
四
種
は
汲
古
閣

六
十
種
曲
、
暖
紅

室
彙

刻
傳
奇
に
輯
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
以
下
の
も
の
に
異
同
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

『
琵
琶
記
』
「
伯
階
慶
壽
」
は
汲
古
閣
本

【
錦
堂
月
】
三

・
四
曲
目
を
剛
去
し
、
同

「中
秋
望
月
」
は
汲
古
閣
本
冒
頭
の

【念
奴
嬌

引
】

【
生
査
子
】
を
冊
去
す
る
。

『北
西
廟
記
』
「
琴
心
挑
引
」
は
汲
古
閣
本
末
尾
の

【絡
練
娘
熟
尾
】
を
剛
去
す

る
。

『
四
喜
記
』

「
禁
苑
呼
名
」

で
は
汲
古
閣
本
の

【籏
御
林
】

二
曲
目
と

【獺
書
眉
】
の
間
の
白

の

一
部
を

【鶴
鵡
天
】
曲
に
改
め
る
。

『
千
金
記
』

「
楚
螢
夜
飲
」
は
汲
古
閣
本
の

【
風
入
松
】
二
曲
目
、

【駐
馬
聴
】

一
・
二
曲
目
を
、
同

「戴
月
追
賢
」
は
汲
古
閣
本
の

【随
事
興
】
、

【奈

子
花
】

」
・
二
曲
目
を
剛
去
す
る
。

『
南
西
廟
記
』
「
臨
期
反
約
」

の

【豊
眉
序
】
【宅
羅
抱
】
の
間
に
あ
る

【梁
州
序
】
二
曲
、

【
玉
芙
蓉
】
四
曲
は
汲
古
閣
本
に
は
見
え
な
い
が
、
暖
紅
室
本
と
は
異
同
が
無

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
輩
な
る
曲
僻

の
増
冊

に
と

ど
ま
り
、
内
容

の
攣
改
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。

『
金
印
記
』
の
場
合
、

「蘇
秦
自
嘆
」
は
暖
紅
室
本
に

一
致
し
、

「
周
氏

焼
香
」
は
明
刊
本
に

一
致
す
る
。
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こ
れ
ら
と
は
別
趣

で
軍
行
の
刊
本
、
鋤
本
の
み
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

先
ず
刊
本
と
し
て
文
林
閣
本

の
存
す
る

『
洗
沙
記
』、
縫
志
齋
本
の
存
す
る

『紅
藥
記
』
『
題
紅
記
』
『
籍
符
記
』

『
祝
髪
記
』
、
世
徳

堂
本

の
存
す
る

『
還
帯
記
』
、
存
誠
堂
本
の
存
す
る

『
投
筆
記
』
に
は
原
作
と
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

紗
本

の
み
の
存
す
る

『
練
櫻
記
』
『
連
環
記
』
『
金
丸
記
』
に

つ
い
て
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『
練
櫻
記
』
「
破
窟
分
挟
」
は
紗
本
の
第
十

二
駒

「
辮
踪
溌
粥
」

に
相
當
す
る
。

『
合
選
』

で
は

【金
鹿
聰
】
【
歩
歩
嬌
】
【
又
】
【
江

児
水
】
【
又
】
【香
柳
娘
】
【費
紅
娘
】
【
実
相
思
】
【
漁
家
傲
】
【別
銀
燈
】
【麻
錦
花
】
【
麻
婆
子
】
【笑
相
思
】
【
又
】

の
十
四
曲
か
ら
、

鋤
本

『
練
櫻
記
』

で
は

【越
調
過
曲

・
入
破
】
【
中
呂
過
曲

・
駐
雲
飛
】
【前
腔
】
【前
腔
】
【仙
呂
過
曲

・
歩
歩
嬌
】
【前
腔
】
【仙
呂
過

曲

・
江
見
水
】
【
前
腔
】
【
南
呂
過
曲

・
香
柳
娘
】
【尾
聲
】

の
十
曲

か
ら
成
る
。
内
容
を
詳
細
に
封
校
す
る
と
、

『
合
選
』
六
曲
目

【香
柳
娘
】
と
妙
本
九
曲
目

【
南
呂
過
曲

・
香
柳
娘
】
だ
け
が
同
じ
内
容

で
あ
り
、
他
に
は
か
な
り
の
出
入
が
見

い
だ
さ
れ
る
。

『
連
環
記
』
「
花
亭
賞
春
」
の
場
合
は
、
妙
本

の
第
五
駒

「教
妓
」
と
第
十
三
駒

「
賜
環
」

の
二
勧
を
合
わ
せ
た
形

に
な

っ
て
い
る
。

ま
ず

『
合
選
』

で
は

【清
江
引
】
【
又
】
【
西
地
錦
】
【
二
郎
神
】
【
又
】
【集
賢
賓
】
【
又
】
【猫
児
墜
】
【
又
】
【尾
聲

】
の
順
で
曲
僻
を

連
ね
る
。

一
方
、
紗
本

『
連
環
記
』
の
場
合
、
先
ず
は
第
五
勧

「教
妓
」
は

【
讐
調
北
曲

・
清
江
引
】
【
前
腔
】

の
二
曲
か
ら
、
第
十

三
齢

「
賜
環
」
は

【
黄
鍾
引
子

・
西
地
錦
】
【商
調
過
曲

・
二
郎
神
】
【集
賢
賓
】
【
前
腔
】
【猫
児
墜
】
【前
腔
】
【
尾
聲
】
の
七
曲
か
ら

な
る
。
鋤
本
に
は

『
合
選
』
の

【
二
郎
神
】
二
曲
目
が
見
ら
れ
ず
、
白
に
は
雨
者
間
で
若
干
の
異
同
が
存
す
る
も
の
の
、
曲
僻
に
は
殆

ど
異

同
が
見
い
だ
せ
な
い
。

『
金
丸
記
』
「
盒
隠
潜
龍
」
は
紗
本

の
第

二
十

一
勧

に
、

「捜
求
粧
盒
」
は
同
第

二
十
三
勧
に
相
當
す
る
。

『
合
選
』
「
盒
隠
漕
龍
」
、

紗
本

は
共
に

【歩
歩
嬌
】
【
江
見
水
】
【園
林
好
】
【
川
揆
樟
】
【又
】
【
五
供
養
】
【僥
僥
令
】
【
又
】
【尾
聲
】
の
九
曲

か
ら
成
る
。

同

「捜
求
粧
盒
」

で
は

【謁
金
門
】
【
鎖
南
枝
】
【
又
】
【
六
ム
令
】
【
又
】
【
風
入
松
】
【
又
】
【
玉
交
枝
】
【
又
】
【
江
児
水
】
【
又
】

【
又
】

の
十
二
曲
か
ら
成
る
が
、
紗
本
に
は

『
合
選
』
の

【
玉
交
枝
】

二
曲
が
見
ら
れ
ず
十
曲
か
ら
成
る
。

こ
こ
で
も
白
に
は
雨
者
間

で
若

干
の
異
同
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
曲
辞
の
字
句
に
は
殆
ど
異
同
が
見
い
だ
せ
な
い
。

ま

た
富
春
堂
本
の

『草
盧
記
』
、
世
徳
堂
本

の

『
伍
倫
記
』
に
つ
い
て
は
全
く
別
系
統
の
脚
本

で
あ
る
と
思
わ
れ
、

『
合
選
』

に
輯

録
さ
れ
た
散
駒
は
原
作
脚
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
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因
に

『
金
釧
記
』
『
四
節
記
』
『
緑
綺
記
』
は
原
作
が
侠
し
て
傳
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け

『
緑
綺
記
』
は

『
合
選
』
に
よ

っ
て
の
み
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
合
選
』
所
牧

の
散
駒
は
、
該
書
の
編
纂
に
あ
た

っ
て
依
擦
し
た
版
本
の
相
違
に
よ
る
内
容
の
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、

「
通
行
本
」

の
よ
う
に
原
作
脚
本
の
攣
改
に
ま
で
及
ぶ
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
。

四

戯

曲
脚
本
が
時
代
の
推
移
、
傳
播
し
た
地
域
に
よ

っ
て
少
な
か
ら
ぬ
攣
容
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く

で
あ
る
。
本
節

で

は
上
掲
の
原
作
脚
本
と
の
曲
白
の
異
同
に
基
づ
き
、
同
時
期
に
上
梓
さ
れ
た
戯
曲
選
本
と
封
校
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

『
合
選
』

の
編

纂
に
際
し
て
、
ど
の
時
期

の
、
如
何
な
る
地
域
の
脚
本
を
輯
録
し
た
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
明
末
に
数
多
く
上
梓
さ
れ
た
戯
曲

選
本

の
な
か
で
の
位
置
づ
け
を
探
り
た
い
。

『
合
選
』
と
同
時
期

の
明
末
に
上
梓
さ
れ
た
戯
曲
選
本
に
は
以
下

の
も
の
が
存
す
る
。

・
梯
月
主
人
選
輯
・隠
之
道
民
校
瀦

『
呉
漱
葦
雅
』、
萬
暦
四
十
四
年

(
一
六

一
六
)
周
之
標
刻
本
。

・
呉
趨
仰
拙
許
宇
校
鮎

『
詞
林
逸
響
』
、
天
啓
三
年

(
一
六
二
三
)
葦
錦
堂
刻
本
。

・
沖
和
居
士
選

『
新
鑑
出
像
黙
板
恰
春
錦

(纏
頭
百
練
)
』、
崇
禎
間
刻
本
。

・
沖
和
居
士
選

『
新
鑑
出
像
鮎
板
纏
頭
百
練
二
集
』
、
崇
禎

三
年

(
一
六
三
○
)
刻
本
。

・
即
空
観
主
人

(凌
濠
初
)
評
訂
・椒
雨
齋
主
人
鮎
参

『南
音

三
籟
』
、
明
末
刻
本
。

・
浦
國
凌
虚
子
漢
謄
父
輯

『
月
露
音
』
、
明
萬
暦
間
刻
本
。

・
闘
名
輯

『
費
微
歌
集
』
、
明
萬
暦
間
刻
本
。

・
洞
庭
薫
士
選
輯
・湖
南
主
人
校
鮎

『
新
刻
瀦
板
樂
府
南
音
』
、
明
萬
暦
間
刻
本
。

・
止
雲
居
士
選
輯
・白
雲
山
人
校
黙

『
新
鍋
出
像
鮎
板
北
調
萬
墾
清
音
』
、
明
天
啓
四
年
二

六
二
四
)刻
本
。

・
呉
中
宛
喩
子
手
定

『新
刻
出
像
鮎
板
増
訂
樂
府
珊
珊
集
』
、
明
末
刻
本
。
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・
鋤
蘭
忍
人
選
輯
・媚
花
香
史
批
評

『
新
鏑
繍
像
評
鮎
玄
雪
譜
』
、
明
末
刻
本
。

・
方
來
館
主
人
瀦
較

『
萬
錦
清
音
』
、
明
末
刻
本
。

・
玉
茗
堂
主
人

(湯
顯
祖
)
瀦
輯

『
聴
秋
軒
精
選
萬
錦
嬌
麗
』
、
明
末
刻
本
。

・
豫
章
劉
君
錫
輯

『
新
銀
梨
園
摘
錦
樂
府
蓄
華
』、
萬
暦
二
十
八
年

(
一
六
〇
○
)
書
林
三
塊
堂
王
會
雲
刻
本
。

・
吉
州
八
景
居
士
輯

『
鼎
刻
時
興
猿
調
歌
令
玉
谷
新
簑
』
、
萬
暦
三
十
八
年

(
一
六

一
○
)
書
林
劉
次
泉
刻
本
。

・
徽
激
襲
正
我
輯

『
新
刊
徽
板
合
像
譲
調
樂
府
官
腔
摘
錦
奇
音
』
、
萬
暦
三
十
九
年

(
一
六

一
一
)
書
林
敦
睦

堂
張
三
懐
刻
本
。

・
古
臨
玄
明
黄
文
華
選
輯
・蔽
濱
誘
甫
全
纂

『
新
刻
京
板
青
陽
時
調
詞
林

一
枝
』
、
萬
暦
問
閲
連
書
林
葉
志
元
刻
本
。

・
汝
州
黄
文
華
精
選

『
鼎
鏑
箆
池
新
調
樂
府
八
能
奏
錦
』
、
萬
暦
間
書
林
愛
日
堂
察
正
河
刻
本
。

・
教
坊
掌
教
司
扶
揺
程
萬
里
選
・後
學
痒
生
沖
懐
朱
鼎
臣
集

『
鼎
鏑
徽
池
雅
調
南
北
官
腔
樂
府
鮎
板
曲
響
大
明
春
』
、
萬
暦
問
閲
建

書
林
拭
唐
金
椀
梓
行
本
。

・
汝
川
黄
文
華
選
輯

『
新
鎮
精
選
古
今
樂
府
譲
調
新
詞
玉
樹
英
』
、
萬
暦
二
十
七
年

(
一
五
九
九
)
書
林
余
紹
崖
繍
梓
本
。

・
秦
准
墨
客

(
紀
振
倫
)
選
輯

『
新
刊
分
類
出
像
陶
眞
選
梓
樂
府
紅
珊
』
、
萬
暦
三
十
年

(
一
六
〇
二
)
唐
振
吾
刊

・
嘉
慶
五
年

(
一
八
〇
〇
)
新
鏑
本
。

・
豫
章
饒
安
股
啓
聖
彙
輯

『
新
鐙
天
下
時
尚
南
北
新
調
尭
天
樂
』
、
萬
暦
間
閲
建
書
林
熊
稔
簑
繍
梓
本
。

・
閾
婬
書
林
熊
稔
簑
輯

『
新
調
天
下
時
尚
南
北
徽
池
雅
調
』
、
萬
暦
間
潭
水
燕
石
居
主
人
刻
本
。

・
江
湖
黄
儒
卿
彙
選

『新
選
南
北
樂
府
時
調
青
毘
』
、
明
末
書
林
四
知
館
繍
梓
本
。

・
安
成
院
祥
宇
編

『
梨
園
會
選
古
今
傳
奇
猿
調
新
詞
樂
府
萬
象
新
』
、
明
末
書
林
劉
齢
甫
刻
本
。

・
閾
名
輯

『
新
鎮
彙
編
雑
樂
府
新
聲
雅
調
大
明
天
下
春
』
、
明
末
刻
本
。

こ
れ
ら
の
選
本
は
輯
録
さ
れ
る
散
勧
が
行
わ
れ
た
時
代
と
傳
播
し
た
地
域
に
よ

っ
て
、
明
代
前
半
期
以
降
、
呉
地
方
に
流
傳
し
た
呉

本
系

の

『
呉
漱
葦
雅
』
『
詞
林
逸
響
』
『恰
春
錦
』
『
纏
頭
百
練

二
集
』
『
南
音
三
籟
』
、
明
代
中
期
以
降
、
南
京
に
流
傳
し
た
京
本
系

の

『
月
露
音
』
『
春
徴
歌
集
』
『樂
府
南
音
』
『
萬
堅
清
音
』
『
珊
珊
集
』
『
玄
雪
譜
』
『
萬
錦
清
音
』
『萬
錦
嬌
麗
』
、
同
じ

く
徽
州
に
流
傳
し

た
徽

本
系
の

『
樂
府
蓄
華
』
『
玉
谷
新
篭
』
『摘
錦
奇
音
』
『
詞
林

一
枝
』
『
八
能
奏
錦
』
『
大
明
春
』
、
更
に
明
末
清
初

に
江
西
ざ
陽
を
経
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由
し

て
福
建
、
廣
東
、
湖
南
、
四
川
に
流
傳
し
た
ざ
陽
腔
本
系
の

『
玉
樹
英
』
『
樂
府
紅
珊
』
『
尭
天
樂
』
『
徽
池
雅

調
』
『
時
調
青
箆
』

『
樂
府
萬
象
新
』
『
大
明
天
下
春
』
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら

の
選
本

の
な
か
で

『
合
選
』
所
牧

の
散
駒
を
汲
古
閣
本
、
暖
紅
室
本
に
索
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
全
て
呉
本
系

の

『呉
漱
葦
雅
』
『
詞
林
逸
響
』
『
恰
春
錦
』
『纏
頭
百
練

二
集
』
『
南
音

三
籟
』
、
あ
る
い
は
京
本
系

の

『署
徴
歌
集
』

『
萬
堅
清
音
』
『
玄

雪
譜
』
と
異
同
が
見
い
だ
せ
な
い
。

『
合
選
』
所
牧
の
散
勧
と
現
存
す
る
原
作
脚
本
と
の
異
同
が
見
ら
れ
た

『
練
櫻
記
』
『
連
環
記
』
『
金
丸
記
』
、
あ

る
い
は

一
致
し
な

い

『
草
盧
記
』
『
伍
倫
記
』
を
こ
れ
ら
の
選
本
と
比
較
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

先
ず
原
作
脚
本
と
異
同
が
見
ら
れ
る

『練
櫻
記
』
「
破
窪
分
挟
」
は
呉
本
系
の

『
恰
春
錦
』
南
音
掲
歩
樂
集

「
別
試
」
、
京
本
系

の

『春

微
歌
集
』
巻
六

「
破
窟
分
挟
」
、
同

『
玄
雪
譜
』
巻

二

「
蹄
客
」
と
は
全
く
同
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
呉
本
系

の

『
詞
林
逸
響
』

月
巻

「
離
情
」

で
は

【麻
錦
花
】
を

【
破
地
錦
花
】
に
作
り
曲
譜
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

『
連
環
記
』
「
花
亭
賞
春
」

の
場
合
、
原
作
脚
本

で
は

二
勧
に
分
割
さ
れ
る
も

の
の
京
本
系

の

『
費
徴
歌
集
』

巻
六

「
退
食
懐
忠

(退
食
壌
忠
)
」
と
は
同
様

で
あ
る
。
ざ
陽
腔
本
の

『
樂
府
紅
珊
』
巻
十
四
忠
孝
節
義
類

「
王
司
徒
退
食
懐
忠
」
で
は
白
の
増
刑
が
著

し
い
。
同

「
月
下
投
機
」
は
京
本
系
の

『
玄
雪
譜
』
巻
四

「
設
計
」
と
は
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
呉
本
系

の

『南
音
三
籟
』
戯
曲
上
巻

.
戯

曲
下
巻

「
忠
謀
」

で
は

【
云
令
】
を

【
六
ム
令
犯
】
に
作
る
も
の
の
曲
辮

の
攣
改
は
無
く
、

『
呉
漱
葦
雅
』
貞
集

「
忠
謀
」
、

『
詞
林

逸
響
』
月
巻

「
忠
謀
」、

『
纏
頭
百
練

二
集
』
漢
官
儀
樂
巻

「
忠
謀
」

で
は

7
ム
令
】
を

【
六
令
兜
】
に
作
り
曲
誹

に
も
手
が
加
え
ら

れ
て

い
る
。

『
金
丸
記
』
「
盒
隠
潜
龍
」

の
場
合
は
、
京
本
系
の

『
賓
徴
歌
集
』
巻
三

「
盒
隠
潜
龍
」

で
は
途
中
の

【川
棲
樟

】
二
曲
が
異
な
り
、

【泣
顔
同
】

二
曲
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
他
に
異
同
は
無
い
。
ざ
陽
腔
本
系
の

『徽
池
雅
調
』
巻

一
「
盒
隠
潜
龍
」
と
は
全
く

異
な
る
。

同

「
捜
求
粧
盒
」
は
京
本
系

の

『
答
徴
歌
集
』
巻
三

「捜
求
粧
盒
」
に
同

一
で
あ
る
が
、
徽
本
系
の

『樂
府
蓄
華
』
巻
之
二

「
陳
琳

粧
盒

匿
主
」
、
同

『
玉
谷
新
篭
』
巻
之
下

「陳
琳
粧
盒
匿
主

(陳
琳
粧
盒
藏
主
)
」
、
同

『
大
明
春
』
巻
之

二

「
陳
琳
救
主
」
、
ざ
陽
腔

明
末
清
初
に
お
け
る
戯
曲
選
本
の
纂
輯

(根
ヶ
山
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
五
号

本
系

の

『
樂
府
紅
珊
』
巻
十
四
忠
孝
節
義
類

「劉
娘
娘
捜
求
粧
盒
」
、

『
樂
府
萬
象
新
』
前
集
巻
之
二

「
陳
琳
粧
盒

匿
主
」
に
は
曲
僻
、

白
の
大
幅
な
増
剛
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
原
作
脚
本
に
相
當
す
る
駒
が
見
ら
れ
な
い

『
草
盧
記
』
「
怒
走
萢
陽
」
は
京
本
系

の

『
萬
墾
清
音
』
巻
之
二

「
怒
走
+氾
陽
」

に

全
く
同
様
で
あ
る
。

『
伍
倫
記
』
「打
牛
被
櫨
」
に
つ
い
て
は

『合
選
』

に
の
み
牧
め
ら
れ
る
散
駒

で
あ
り
、
詳
細
は
明
ら
か
に
で
き

な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
原
作
脚
本
と
合
致
す
る
散
勧
の
み
な
ら
ず
、
現
存
す
る
原
作
脚
本
と
異
同
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
も
、
基
本

的
に
呉
本
系
も
し
く
は
京
本
系

の
戯
曲
選
本
と
同

一
で
あ
る
。
明
代
の
脚
本
分
化
の
過
程
と
し
て
呉
本
を
純
化
し
た
閾
本
を
経
由
し
て

京
本
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

『
合
選
』
は
呉
本
以
來
の
古
形
を
遺
し
た
京
本
系

の
戯
曲
選
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五

以
上
の
ご
と
く
、
原
作
脚
本
、
及
び
同
時
代
の
戯
曲
選
本
と
の
封
校
か
ら
す
れ
ば
、
明
末
に
お
い
て
南
京
な
ど
の
大
都
市
の
讃
書
人

階
層

を
主
た
る
観
客
層
と
す
る
京
本
系
の
脚
本
を
牧
め
る
選
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『
合
選
』
が
演
出
用
で
は
な
く
、
讃
曲
の
た
め
の
脚
本
で
あ
る
こ
と
は
、
該
書
に
設
け
ら
れ
る
眉
欄
の
随
所
に
他
本
と
の
異
同
、
音

注
、
語
釋
の
他
に
、
各
散
鮪

の
用
字
や
構
成
に
關
す
る
校
語
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う

し
た
校
語
は
い
ず

れ
も
該
書
を
讃
み
、
堕
賞
す
る
際
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
讃
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め

に
は
充
分

で
あ
る
。

因
に
戯
曲
脚
本
に
校
語
が
施
さ
れ
た
も
の
は
数
多
く
存
す
る
け
れ
ど
も
、
同
時
期
の
戯
曲
選
本
に
は
皆
無
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

清
重
修
部
分
に
は
校
語
は
無
い
。
ま
た

『
琵
琶
記
』
「票
公
逼
試
」
「
琴
訴
荷
池
」
「中
秋
望
月
」
、

『
北
西
痛
記
』
「
佛
殿
奇
逢
」
「
錦
字

傳
情
」
、

『荊
銀
記
』
「荊
銀
成
聰
」
「
誤
報
計
音
」
「拷
問
梅
香
」
、

『
白
兎
記
』
「猟
同
詞
父
」
、

『
金
釧
記
』
「圖
草
遺
釧
」
、

『
幽
閨

記
』
「
途
中
鯉
遁
」
「
幽
懐
密
訴
」
、

『
香
嚢
記
』
「郵
亭
寄
宿
」
、

『
金
印
記
』
「蘇
秦
自
嘆
」
、

『
四
喜
記
』
「禁
苑
呼
名
」
、

『
四
節
記
』

「
涯
舟
赤
壁
」
、

『溌
沙
記
』
「
萢
轟
遊
春
」
「
叢
迎
西
施
」
、

『連
環
記
』
「
花
亭
賞
春
」
「計
就
連
環
」
、

『
千
金
記
』
「戴
月
追
賢
」
、

『
南

西
庸
記
』
「
隔
緒
酬
和
」
「
臨
期
反
約
」
、

『
玉
管
記
』
「
談
経
聴
月
」
「
姑
阻
佳
期
」
、

『
誘
儒
記
』
「儒
護
郎
寒
」
「
別
目
勧
學
」
、
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『
玉
環
記
』
「
玉
薫
寄
眞
」
、

『
金
丸
記
』
「
捜
求
粧
盒
」、

『
紅
佛
記
』
「
侠
女
私
奔
」
、

『
玉
合
記
』
「
邊
遁
章
毫
」

(清
補
修
)、

『
紫

銀
記
』
「
堕
銀
燈
影
」
(清
補
修
)、

『
灌
園
記
』
「復
位
」、

『
霧
符
記
』
「
祝
賢
公
子
」、

『
祝
髪
記
』
「達
磨
鮎
化
」、

『
還
帯
記
』
「緑

野
優
游
」
、

『
明
珠
記
』
「
明
珠
重
合
」
に
は
括
圖
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
該
書
が
讃
曲
に
供
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
如
實
に

物
語

っ
て
い
よ
う
。

と
も
あ
れ
、

『
合
選
』
は

「
通
行
本
」
同
様
に

『
綴
白
裘
』
な
る
名
構
を
有
し
な
が
ら
、
京
本
系
の
選
本

で
あ
り
、
か
つ
讃
曲
用
の

脚
本
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
實
際
の
上
演
に
基
づ

い
て
い
る
が
故
に
原
作
脚
本

の
大
幅
な
攣
改
が
認
め
ら

れ
、

か
つ
上
演
や
観
劇
に
供
さ
れ
、
し
か
も
地
方
劇
を
も
輯
録
す
る
所
謂

「蘇
白
演
出
本
」
の

「
通
行
本
」
と
は
全
く
異
な
る
系
統
に

位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
綴
白
裘
』
に
は

『
合
選
』
以
降

「通
行
本
」
上
梓
に
至
る
ま
で
に
、
康
煕
三
十
三

年

(
一
六
九
四
)
序

・
乾
隆
四
年

(
一
七
三
九
)
重
刊
の
慈
水
陳

二
球
参
訂

・
玩
玉
櫻
主
人
重
輯

『
新
刻
較
正
鮎
板
箆
腔
雑
劇
綴
白
裘

全
集
』
、
雍
正
二
年

(
一
七

二
四
)
の
陳

二
球
序

・
友
聚
藏
版

『
綴
白
裘
』
、
雍
正
年
間
の
楊
仲
芳
校
正

『
續
綴
白
裘
』
、
洞
庭
簾
士
選

輯

・
湖
南
主
人
校
瀦

『
綴
白
裘
三
集
』
な
ど
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
演
攣
の
實
態
は
多
様
を
極
め
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
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注

馬
廉

藏
書

に

つ
い

て
は
大

塚
秀

高

氏

「
北
京

観

書
記

そ

の

一
i

北
京

大
學

と

馬
氏

書
「

」

(
『
汲

古
』

第

七
號

、
汲

古

書
院

、

一
九

八

五
)

に
詳

し

い
。

孫

楷
第

氏

「
綴

白
裘

合
選

四
巻

」

(
『
戯

曲
小

説
書

目
解

題
』
、
人

民
文

學

出
版

社
、

一
九

九
○

)
、

傅
惜
華

氏

『
明
代

傳

奇
全

目
』

「
引

用

書

籍
解

題
」

(
人

民
文
學

出

版
社

、

一
九

五
九

)、

呉
新

雷
氏

「
『
綴

白
裘
』

的
來

龍

去
脈
」

(
『
南

京
大
學

學

報
』

一
九

八

三
年
第

三
期

)
、

周
妙
中

氏

「
江
南

訪
曲

録

要
」

(
『
文

史
』

第

二
輯
、

中
華

書
局

、

一
九

六

三
)
・
「
綴

白
裘

合
選

」

(
『
清

代
戯

曲
史

』
第

七
章

「
曲

選
和

曲

譜

」
、

中
州

古
籍

出
版

社
、

一
九

八
七

)。

楊

縄
信

氏
編

著

『
中

國
版
刻

綜
録
』

(陳

西

人
民
出

版
社

、

一
九

八
七

)
「
清
代

版
刻

」

の
條

に
は
、
李

漁

の

「
金
陵
翼

聖

堂
」

刊

『
四

六

明
末
清
初
に
お
け
る
戯
曲
選
本
の
纂
輯

(根
ヶ
山
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
五
号

初

徴
』

十

六
巻

(
康
煕

十
年

刊

)、

及

び

「
翼
聖

堂
」

刊

『
閑

情
偶

寄
』

十

六
巻

が
著
録

さ
れ

る
。

本

稿

で
は

「
武
林

鴻
文

堂
梓

行
本

」

(
「
善

本

戯
曲
叢

刊
」

第

五
輯
、

毫
溝
學

生

書
局

、

一
九

八
七
、
所

牧

)
を

用

い
た
。

李

克

明

「
綴

白
裘

新
集

序
」

に

は

「
玩
花

主
人
所

編

『
綴
白

裘
』
、

…
乾

隆
癸

未
夏

、
有

銭
子

浦
思

、
刷

繁
補
漏

、

循
其
善

而
復

綴
其

新
、

欲
謹
當

世

之
知

音
者

」
、

程
大

衡

「
綴

白
裘

合
集

序

」

に
は

「
玩

花
主

人
向

集

『
綴
白

裘
』
、
銭

子

徳
蒼
捜

採

復
増

輯
」
、
李

廣

「
綴

白
裘

二
集
序

」

に
は

「
玩
花

主
人

編

『
綴
白

裘
集

』
、
彙

已

往
之

傳
奇
、

悦
世

人
之

心

目
」
と

言
う
。

『
綴

白
裘

』

は
時

代

の
推
移

と

と
も

に
輯

録
内

容
、

標

目

に
若

干

の
異
同

が
見

ら
れ

る

た
め
、

本
稿

で
は
前

掲
注

(
4
)

「
武
林

鴻
文

堂

梓

行
本

」

に
よ

つ
た
。

前
掲

注

(
2

)
呉
新

雷
氏

に
も
該
書

の
輯

録
散
駒

が
列

記

さ
れ

る
が
、

目
録

の
み
に
よ

っ
て
い
る

た
め
所
牧

散
鶴
敷

を

八
十

五
駒

に
誤

る
。

ま
た

『
灌

園
記
』

『
四
徳

記
』

を
伏

書

と
す

る

の
も

誤

り

で
あ

る
。

尚
、

本
稿

で
は
以

上

の
刊
本

、
鋤

本

に

つ
い
て
は

、

「
汲
古

閣

六
十

種

曲
」

は
中

華
書

局
本

二

九

八

二
)、

「
暖

紅
室

彙

刻
傳

奇
」

は
貴
池

劉
氏

夢
鳳

櫻
暖
紅

室
本

二

九

一
九

)
、

『
草

鷹

記
』

は

「
古

本

戯

曲
叢

刊
」

初
集

影
印

刊
本

、

『
伍
倫

記
』

は

同
初
集

影
印

刊
本

、

『
練

櫻

記
』

は
同

二
集
影

印
鋤

本
、

『
金

印
記
』

は

同
初
集

影
印

刊

本

、

『
涜

紗

記
』

は
張

枕

石

・
鍾

文

・
劉

尚

榮

・
櫻

志

偉

氏
校

注

本

(
中

華

書
局

、

一
九

九

四
)
、

『
連
環

記

』

は

張
樹

英

氏

鮎
校

本

(
中
華

書
局

、

一
九

八

八
)
、

『
金

丸

記
』

は

「
古

本
戯

曲
叢

刊
」

初
集

影
印

刊

本
、

『
紅

+渠
記

』

は
同

三
集

影
印

刊
本

、

『
題

紅
記

』

は
同

二
集
影

印
刊

本

、

『
投
筆

記

』

は
同
初

集

影
印

刊
本

、

『
霧
符

記
』

は

『
中

國
戯

曲
善

本

三
種
』

(
思
文
閣

出

版
、

一
九

八

二
)
所

牧

影
印

刊
本
、

『
祝
髪

記
』

は
晴

樹
森

・
秦
學

人

・
侯
卿

氏
校

鮎

『
張
鳳

翼
戯

曲
集
』

(中

華
書

局
、

一
九
九

四
)
所

牧
本

、

『
還
帯

記
』

は

「
古

本
戯

曲
叢

刊
」
初

集

影
印

刊
本

を
用

い
た
。

『
洗
沙

記
』

「
萢
轟

遊
春

」
「
義

迎

西
施
」

「
西
施
採

蓮
」

「
西
施

憶
郷
」

は

文
林

閣
本
、

汲

古
閣
本

と

も

一
致

す

る
け
れ

ど
も

、

「
萢
贔

扁

舟
」

が

汲
古
閣

本

と
は
全

く

異
な

る

こ
と

か
ら
、
文

林
閣

本

に
依
擦

し
た

も

の

で
あ

る

こ
と
が

明
ら

か

で
あ
る
。

「
通
行

本
」

に
お

け

る
原
作

脚
本

の
攣
改

に

つ
い

て
は
、

湯
顯

祖

の

『
還
魂

記
』

を
題

材

と
し

て
、

「
清
代

に
お

け

る

『
還

魂
記
』

の
演

攣
」

(
『
日
本
中

國
學
會

報
』

第

四
十

七
集

、

一
九
九

五
)

に
お

い

て
詳

述

し
た
。

本
稿

で
は

『
玉
樹

英
』

『
樂
府

萬
象

新
』

『
大

明

天
下
春

』

は
李

福
清

・
李

平
雨

氏
編

『
海
外

孤
本

晩

明
戯

劇
選

集

三
種
』

(
上
海
古

籍

出

版
社

、

一
九

九

三
)
所

牧

の
影

印

本
を

、

『
纏
頭

百
練

二
集

』

『
萬
錦

清
音

』

は
北

京

圖
書
館

善
本

特

藏
部

藏
本

を

用

い
た
他

は
、

全

て

「104一



「
善
本

戯
曲

叢
刊

」
第

一
・
二

・
四
輯

(毫

湾
學

生
書

局
、

一
九

八

四
、

一
九

八
七
)
所

牧

の
影
印

本

に
よ

つ
た
。

田
仲

」
成
氏

「
十

五

・
六
世
紀

を
中

心
と

す

る
江
南

地
方

劇

の
攣
質

に

つ
い
て

(
五
)
」

(
『
東
洋

文
化

研
究

所
紀

要
』

第

七
十

二
珊
、

一

九
七

七
、

二
七
三
～

二
七

五
頁
。

後
、

『
琵
琶

記
』

の
み

『
中

國

祭
祀

演
劇

研
究
』
、

東
京

大
學

出

版
會

、

一
九

八

一
、

に
再
録

)

の
分

類

に
よ
り
、

田
仲

氏

に
引

用
さ

れ
な

い
選
本

の
分

類

は
私

見

に
よ

る
。

前

掲
注

(
2
)
呉

氏
、

周
妙
中

氏
論

文
。

ま

た
林
鋒

雄
氏

「
舶
載

書

目
所
録

綴
白
裘

全
集

釋
義
」

(
『
中

國
戯
劇

史
論

稿
』
、

國
家

出
版

社
、

一
九

九

五
。

原
載

『
天
理
大

學
學

報
』

第

一
四
○
輯
、

一
九

八
三
、

に
大
幅

な
補

訂
が

加
え
ら

れ

て

い
る
)
。

一105「
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